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『
羅
氏
雪
堂
蔵
書
遺
珍
』
所
収
は
じ
め
に
羅
雪
堂
、
す
な
わ
ち
羅
振
玉
(
一
八
六
六
1
一
九
四
O
)
の
蔵
書
が
遼
寧
省
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
五
十
周
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
、
『
羅
氏
雪
堂
蔵
書
遺
珍
』
(
中
華
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
、
二
O
O
一
年
)
が
出
版
さ
れ
た
。
遼
寧
省
図
書
館
の
玉
清
源
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
「
羅
氏
雪
堂
蔵
書
遺
珍
前
言
一
」
に
よ
る
と
、
本
叢
書
は
羅
振
玉
の
蔵
書
の
中
で
も
特
に
貴
重
な
紗
本
か
ら
、
経
部
五
部
、
史
部
十
部
、
子
部
四
部
、
集
部
十
三
部
、
叢
部
一
部
を
影
印
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
「
前
言
」
に
こ
う
し
た
出
版
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
個
々
の
書
物
の
解
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
第
七
冊
に
は
、
「
経
世
大
典
輯
本
」
(
以
下
、
「
大
典
絹
本
」
と
略
記
)
と
題
す
る
書
物
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
頭
に
は
「
清
・
文
廷
式
輯
経
世
大
典
輯
本
二
巻
清
抄
本
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
整
理
さ
れ
た
段
階
で
附
さ
れ
た
表
題
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
『
経
世
大
典
』
は
元
代
の
公
文
書
を
集
成
し
た
も
の
で
、
明
初
の
「
元
史
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
大
い
に
利
用
さ
れ
た
の
ち
、
散
逸
し
て
「
経
世
大
典
輯
本
」
に
つ
い
て
渡
辺
健
哉
し
ま
う
。
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
『
永
楽
大
典
』
に
引
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
(
後
述
)
、
「
大
典
輯
本
」
も
ま
た
、
文
廷
式
が
『
永
楽
大
典
」
か
ら
抄
出
し
、
そ
れ
が
最
終
的
に
羅
振
玉
の
も
と
に
渡
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
(
以
下
、
人
文
研
)
「
内
藤
文
庫
」
に
も
「
大
典
輯
本
」
と
ほ
ぽ
同
じ
書
物
が
収
め
ら
れ
、
同
所
の
『
漢
籍
目
録
」
に
困
、
「
経
世
大
典
残
巻
元
趨
世
延
等
奉
勅
輯
清
文
廷
式
輯
紗
本
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
と
ち
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
で
扱
う
。
近
年
の
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
の
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
と
し
て
、
資
料
・
史
料
状
況
の
大
き
な
変
化
を
挙
げ
る
乙
と
が
で
き
る
。
続
々
と
報
告
さ
れ
る
新
出
の
石
刻
資
料
は
も
と
よ
り
、
韓
国
で
発
見
さ
れ
た
『
至
正
保
格
』
、
改
め
て
鮮
明
な
カ
ラ
l
写
真
が
公
表
さ
れ
た
『
中
国
蔵
黒
水
城
漢
文
文
献
』
、
官
紀
子
の
調
査
に
よ
っ
て
新
た
に
見
出
さ
れ
た
「
事
林
広
記
」
な
匹
、
注
目
す
べ
き
資
料
・
史
料
が
研
究
に
活
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
潮
流
の
一
方
で
、
既
知
の
典
籍
を
読
み
直
す
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
は
見
逃
さ
れ
て
い
た
一
面
を
照
ら
し
出
す
試
み
も
ま
た
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』
で
扱
わ
れ
て
い
る
様
々
な
漢
籍
は
、
既
知
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
て
お
り
、
漢
籍
の
も
つ
豊
か
な
可
能
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
拙
稿
「
『
永
楽
大
典
」
所
引
の
『
元
史
』
に
つ
い
て
」
で
凶
、
『
永
楽
大
典
』
に
引
用
さ
〕
れ
て
い
る
「
元
史
」
と
さ
れ
る
書
物
の
一
部
が
現
行
の
『
元
史
』
に
あ
見
出
せ
ず
、
そ
れ
が
『
経
世
大
典
』
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
と
推
測
亡
し
た
。
さ
ら
に
小
林
晃
「
鄭
真
輯
『
四
明
文
献
』
の
史
料
価
値
と
そ
町
の
編
纂
目
的
」
困
、
『
四
明
文
献
』
が
王
応
麟
『
四
明
文
献
集
』
と
混
に
同
さ
れ
て
き
た
と
し
、
そ
こ
に
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
文
章
が
利
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
稿
も
前
稿
と
同
じ
蛸
く
新
出
史
料
に
拠
る
の
で
は
な
く
、
既
存
の
も
の
か
ら
の
再
発
見
を
駄
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の
史
料
を
紹
介
す
る
の
は
、
そ
曜
こ
に
こ
れ
ま
で
ほ
ぽ
看
過
さ
れ
て
き
た
史
料
が
存
在
す
る
か
ら
に
他
民
な
ら
な
い
。
所
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
齢
が
二
点
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
書
物
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
王
清
源
の
漕
手
に
な
る
「
《
永
楽
大
典
》
中
元
代
史
料
挙
隅
|
|
以
文
廷
式
輯
元
A9v 
釦
《
経
世
大
典
》
侠
文
為
例
」
と
題
す
る
論
考
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
は
、
賭
文
廷
式
の
伝
記
、
「
大
典
輯
本
」
の
内
容
の
簡
単
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
隅
い
る
。
本
稿
で
も
こ
の
成
果
を
適
宜
参
考
に
し
て
い
る
の
で
、
併
せ
3
て
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
、
以
下
の
点
に
お
い
て
新
た
な
知
見
を
B
本
稿
で
は
盛
り
込
ん
だ
。
は
じ
め
に
、
そ
こ
で
は
論
じ
切
れ
て
い
な
い
、
「
大
典
輯
本
」
の
来
歴
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
追
跡
し
た
。
つ
い
で
、
「
大
典
輯
本
」
に
含
ま
れ
る
文
章
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
元
代
史
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
う
い
っ
た
点
で
有
効
性
を
持
っ
か
と
い
う
視
点
か
ら
解
説
を
加
え
て
い
る
。
加
え
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
遼
寧
省
図
書
館
に
お
い
て
本
書
を
実
見
し
た
上
で
本
稿
を
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
諸
事
情
に
よ
り
そ
れ
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
以
上
の
点
は
最
初
に
お
断
り
し
て
お
く
。
「
大
典
輯
本
」
の
来
歴
最
初
に
「
大
典
輯
本
」
の
構
成
を
次
頁
に
掲
げ
る
。
通
し
番
号
、
タ
イ
ト
ル
、
「
大
典
輯
本
」
に
も
と
も
と
付
さ
れ
て
い
た
『
永
楽
大
典
』
の
巻
数
、
『
学
術
叢
編
』
(
後
述
)
に
収
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
表
題
を
そ
れ
ぞ
れ
付
し
た
。
『
羅
氏
雪
堂
蔵
書
遺
珍
』
で
の
頁
数
も
記
し
た
が
、
こ
れ
は
大
ま
か
な
分
量
を
把
握
す
る
た
め
で
あ
る
。
①
か
ら
⑬
ま
で
の
第
一
冊
は
一
葉
が
十
八
行
で
一
行
二
十
四
字
(
以
下
、
前
半
部
)
、
⑬
か
ら
⑪
ま
で
の
第
二
冊
は
一
葉
が
二
十
二
行
で
一
行
二
十
四
字
で
記
さ
れ
る
(
以
下
、
後
半
部
)
O
な
お
、
人
文
研
の
「
内
藤
文
庫
」
収
蔵
本
は
前
半
部
の
み
で
あ
る
。
王
清
源
論
文
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
前
半
部
の
首
葉
に
は
「
継
祖
印
信
」
「
羅
郎
旧
農
」
の
白
文
印
、
後
半
部
の
首
葉
に
は
「
海
山
楼
」
「
何
回
」
の
朱
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①
張
邦
傑
/
張
宏
(
『
永
楽
大
典
』
巻
六
三
八
七
)
三
六
五
1
三
六
七
頁
②
進
士
及
第
唱
名
僧
/
進
士
後
思
議
(
同
巻
一
四
一
一
一
七
)
三
六
七
1
三
七
一
頁
③
張
山
(
同
巻
六
三
八
八
)
三
七
一
1
三
七
三
④
張
洪
(
同
右
)
三
七
三
1
三
七
四
頁
⑤
張
徳
輝
(
同
右
)
=
一
七
四
頁
⑥
張
柔
(
同
巻
六
三
八
六
)
三
七
四
1
三
七
九
頁
⑦
張
藩
(
同
巻
六
三
八
八
)
三
七
九
頁
⑧
艶
聞
之
用
(
同
巻
四
九
七
二
)
の
ち
『
大
元
盤
町
エ
物
但
』
三
七
九
1
四
O
五
頁
⑨
君
誼
/
后
妃
誼
/
臣
誼
(
同
巻
二
二
三
四
五
)
四
O
五
l
四
七
八
頁
⑩
按
察
司
附
録
/
粛
政
廉
訪
司
/
大
司
農
司
/
行
大
司
農
司
/
巡
行
勧
農
司
/
都
水
庸
回
使
司
/
修
肉
司
(
同
巻
一
一
一
八
)
の
ち
『
大
元
官
制
雑
記
』
四
七
九
1
五
O
三
頁
⑪
永
福
営
繕
司
/
繕
エ
司
/
広
程
司
/
掬
正
司
(
同
巻
一
一
一
九
)
の
ち
『
大
元
官
制
雑
記
』
五
O
四
1
五
O
七
頁
⑫
倉
庫
官
/
倉
庫
官
陸
転
例
(
同
巻
七
五
一
七
)
の
ち
『
大
元
倉
庫
記
』
五
O
九
1
五
=
二
頁
⑬
在
京
諸
倉
/
温
州
諸
倉
/
河
南
務
楕
倉
/
よ
都
諸
倉
/
各
路
(
同
巻
七
五
一
二
の
ち
『
大
元
倉
庫
記
』
1
五
五
四
頁
玉
⑬
高
麗
(
同
巻
四
四
四
六
)
の
ち
『
元
高
麗
紀
事
』
五
五
五
1
六
一
六
頁
⑮
御
容
(
同
巻
一
八
二
八
七
)
の
ち
『
元
代
函
塑
記
』
六
一
七
i
六
五
四
頁
⑮
阜
通
七
一
繍
(
同
巻
一
七
五
九
五
)
六
五
五
1
六
五
八
頁
⑪
馬
政
(
同
巻
一
六
七
八
)
の
ち
『
大
元
馬
政
記
』
六
五
八
1
七
二
三
頁
文
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
「
大
典
輯
本
」
で
は
前
半
部
に
も
う
一
つ
の
印
影
を
確
認
し
う
る
が
、
文
面
が
不
鮮
明
な
た
め
文
字
は
読
み
取
れ
な
い
。
な
お
、
王
清
源
は
後
半
部
を
徐
松
輯
本
と
み
な
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
徐
松
輯
本
は
あ
く
ま
で
⑫
「
馬
政
」
の
み
で
あ
る
0
1
内
容
の
検
討
は
後
文
で
行
う
と
と
と
し
、
こ
の
書
物
の
来
歴
を
可
泌
能
な
限
り
、
追
跡
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
こ
の
「
大
典
輯
本
」
を
て
作
成
し
た
文
延
式
(
一
八
五
六
1
一
九
O
四
)
の
略
歴
を
紹
介
し
ょ
山
ぅ
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
彼
と
は
旧
知
の
内
藤
湖
南
こ
八
六
六
1
一
に
九
三
四
)
が
「
文
芸
閣
を
突
す
」
と
題
す
る
追
悼
文
を
し
た
た
め
て
【羽】
利
い
る
の
で
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
以
下
に
記
し
て
い
く
。
同
一
文
廷
式
、
字
は
自
由
断
、
江
西
省
葎
郷
の
人
。
広
東
で
陳
溢
に
師
事
駄
し
た
。
光
緒
十
六
年
(
一
八
九
O
)
の
殿
試
で
梼
限
と
な
り
、
翰
林
市
院
編
修
を
授
け
ら
れ
た
。
光
緒
帝
の
珍
妃
・
珪
妃
姉
妹
の
兄
で
あ
る
収
礼
部
侍
郎
志
鋭
と
交
流
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
光
緒
帝
の
寵
愛
を
受
所
け
た
と
さ
れ
、
二
十
年
に
は
翰
林
侍
読
学
士
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
光
緒
齢
帝
の
側
近
で
あ
っ
た
た
め
、
一
一
十
四
年
の
戊
成
政
変
で
北
京
よ
り
放
漕
逐
さ
れ
、
湖
広
総
督
張
之
洞
ら
の
庇
護
の
下
で
上
海
に
潜
伏
し
た
。
一
白
九
O
O年
に
は
日
本
を
訪
問
し
、
内
藤
湖
南
に
伴
わ
れ
て
、
那
珂
遇
措
世
の
邸
克
に
赴
き
、
そ
こ
で
白
鳥
庫
吉
・
桑
原
隙
蔵
と
懇
談
し
た
こ
鳴
と
も
あ
到
。
5
彼
の
元
代
史
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
『
元
史
西
北
地
附
録
考
』
8
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ヲ
」
れ
に
加
え
て
、
在
叔
子
が
ま
と
め
た
文
廷
式
AUV 
の
著
作
目
録
に
よ
る
と
、
未
刊
の
も
の
と
し
て
『
元
史
録
正
』
『
元
史
会
要
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
ど
こ
ま
で
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
不
明
で
は
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
元
史
」
の
補
正
を
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
う
。
他
に
も
、
か
れ
の
読
書
街
記
で
あ
る
『
純
常
子
校
垣
間
』
を
捲
る
と
、
元
代
史
に
ま
つ
わ
る
言
及
を
し
ば
し
ば
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
文
廷
式
は
い
つ
の
時
点
で
『
経
世
大
典
』
を
『
永
楽
大
典
』
か
ら
抄
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
廷
式
『
純
常
子
校
語
』
巻
三
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
『
永
一
楽
大
典
』
今
存
於
翰
林
院
者
、
僅
八
百
余
冊
。
余
乙
酉
丁
亥
在
京
時
、
志
伯
愚
鋭
篇
事
方
協
鱗
院
事
。
曾
借
読
三
百
余
冊
、
其
可
採
之
書
、
惟
宋
元
地
志
為
最
彩
。
惜
未
募
写
官
不
能
尽
録
、
惟
集
「
経
世
大
典
』
得
六
七
巻
。
又
紗
其
詩
文
及
説
部
之
冷
僻
者
、
得
千
余
紙
為
知
過
軒
随
録
而
己
。
乙
酉
と
丁
亥
、
す
な
わ
ち
光
緒
十
一
年
か
ら
十
三
年
の
問
に
、
当
時
、
翰
林
院
に
い
た
前
述
の
志
鋭
よ
り
『
永
楽
大
典
』
三
百
余
冊
を
借
り
出
し
、
そ
こ
か
ら
「
経
世
大
典
を
集
め
て
六
七
巻
を
得
た
」
と
す
る
。
彼
は
光
緒
八
年
に
順
天
郷
試
に
合
格
し
、
十
六
年
に
進
土
と
な
る
た
め
、
こ
の
勉
学
の
閑
に
筆
写
を
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
説
に
は
呉
説
が
存
在
す
る
。
葉
徳
輝
『
書
林
清
話
』
巻
八
「
似
叢
書
非
叢
書
似
総
集
非
総
集
之
書
」
に
よ
る
と
、
『
永
楽
大
典
』
有
百
余
本
在
葎
郷
文
芸
関
学
士
廷
式
家
、
文
故
後
、
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其
家
人
出
以
求
答
。
我
曾
見
之
、
皆
入
声
韻
、
白
紙
八
行
朱
総
格
紗
、
書
面
為
黄
絹
被
紙
、
蓋
文
在
翰
林
院
窃
出
者
也
。
と
あ
る
。
文
廷
式
の
述
懐
と
は
異
な
り
、
彼
が
翰
林
院
か
ら
『
永
楽
大
典
』
を
密
か
に
借
り
出
し
た
ま
ま
返
却
し
な
い
ば
か
り
か
、
文
の
死
後
に
そ
れ
を
家
人
が
売
却
し
た
と
伝
え
る
。
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
が
、
宮
中
の
秘
籍
が
流
出
す
る
事
例
と
し
て
充
分
に
考
え
ら
れ
そ
う
な
逸
話
で
あ
る
。
実
は
「
大
典
絹
本
」
に
は
、
文
廷
式
の
集
め
た
も
の
だ
け
が
収
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
⑪
「
馬
政
」
だ
け
は
徐
松
(
一
七
八
一
1
一
八
四
八
)
の
手
に
な
る
輯
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
典
輯
本
」
「
馬
政
」
の
末
尾
に
附
さ
れ
て
い
る
文
廷
式
自
身
の
按
語
か
ら
理
解
で
品。，
o
。此
巻
従
謬
彼
班
編
集
処
転
紗
。
蓋
徐
星
伯
録
出
之
本
也
。
今
翰
林
院
所
蔵
己
侠
此
両
巻
失
。
丁
亥
十
月
三
十
日
校
畢
記
。
一
押
郷
文
廷
式
。
つ
ま
り
、
も
と
は
徐
松
の
抄
録
し
た
も
の
が
謬
益
孫
こ
八
四
四
1
一
九
一
九
)
の
手
に
渡
り
、
そ
れ
を
丁
亥
川
光
緒
十
三
年
に
文
廷
式
が
紗
写
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
棚
学
金
孫
「
徐
星
伯
先
生
事
輯
」
(
『
欝
風
堂
文
集
』
巻
一
)
に
は
、
「
宋
元
馬
政
考
一
冊
此
の
書
の
稿
本
杢
孫
に
帰
す
」
と
あ
っ
て
、
徐
松
が
『
永
楽
大
典
』
か
ら
蒐
集
し
た
書
籍
の
一
冊
と
し
て
「
宋
元
馬
政
考
」
な
る
書
物
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
謬
萎
孫
に
渡
っ
た
と
す
る
。
あ
た
か
も
「
宋
元
馬
政
考
」
な
る
書
物
が
存
在
し
た
か
の
よ
う
に
映
る
が
、
棚
世
萎
孫
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
『
整
風
蔵
書
記
』
巻
四
は
以
下
の
よ
う
に
伝
え
る
。
宋
元
馬
政
二
巻
旧
紗
本
。
宋
馬
政
采
自
会
要
、
出
永
楽
大
典
一
万
一
千
六
百
七
十
二
。
元
馬
政
采
自
経
世
大
典
、
出
永
楽
大
典
一
万
一
千
六
百
七
十
八
。
徐
星
伯
先
生
薬
紗
。
つ
ま
り
、
鯵
杢
孫
が
「
徐
星
伯
先
生
事
輯
」
で
記
し
た
「
宋
元
馬
政
考
」
と
は
、
宋
代
の
馬
政
に
つ
い
て
は
宋
代
の
会
要
か
ら
、
元
代
の
馬
政
に
つ
い
て
は
『
経
世
大
典
』
か
ら
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
情
報
を
入
手
し
た
文
廷
式
は
謬
釜
孫
に
元
代
馬
政
に
関
わ
る
部
分
の
借
覧
を
求
め
る
。
年
次
不
詳
な
が
ら
文
廷
式
か
ら
謬
杢
孫
に
宛
て
た
書
簡
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
元
経
世
大
典
中
馬
政
A
一
河
川
】
一
本
、
借
抄
を
乞
ふ
の
み
」
(
『
整
風
堂
友
朋
書
札
』
)
と
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
文
廷
式
の
按
語
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
書
簡
も
光
緒
十
一
年
か
ら
十
三
年
に
送
付
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
と
で
文
廷
式
は
謬
蓋
孫
の
も
の
を
借
り
て
抄
本
を
作
成
し
た
。
王
清
源
論
文
で
は
『
元
高
麗
記
事
』
『
元
代
画
塑
記
』
と
併
せ
て
徐
松
輯
本
と
み
な
し
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
徐
松
の
集
め
た
も
の
は
あ
く
ま
で
「
馬
政
」
だ
け
で
あ
る
。
文
廷
式
は
一
九
O
四
年
に
病
没
す
る
。
王
清
源
論
文
に
よ
る
と
、
文
廷
式
の
死
後
、
彼
の
蔵
書
は
易
培
基
こ
八
八
0
1
一
九
三
七
)
の
も
と
に
渡
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
に
「
『
経
世
大
典
絹
本
』
三
冊
」
も
易
培
基
に
渡
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
の
ち
、
こ
の
「
大
典
輯
本
」
は
初
訪
芯
(
一
八
四
八
nmv 
i
一
九
三
三
)
の
手
を
経
て
羅
振
玉
に
渡
る
。
近
年
に
公
表
さ
れ
た
書
簡
に
よ
っ
て
、
乙
の
聞
の
経
緯
を
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
)
た
め
、
以
下
に
そ
の
事
情
を
み
て
い
こ
う
。
総
一
九
一
三
年
、
将
勧
芯
は
「
大
典
輯
本
」
を
入
手
す
る
。
何
勧
忍
ぺ
か
ら
羅
振
玉
に
宛
て
た
書
簡
が
旅
順
博
物
捕
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
昨
の
書
簡
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
に
近
得
文
芸
閣
所
紗
『
経
世
大
典
』
数
冊
、
内
「
馬
政
」
「
塩
法
」
制
「
倉
庚
」
倶
完
整
。
若
刊
入
叢
書
、
亦
一
佳
事
突
。
醐
文
廷
式
が
紗
写
し
た
「
『
経
世
大
典
」
の
数
冊
を
得
て
」
、
そ
の
う
ち
駄
「
馬
政
」
「
塩
法
」
「
倉
庚
」
は
「
完
整
」
し
て
い
る
た
め
、
「
叢
書
」
に
岡
崎
収
め
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
「
馬
政
」
「
塩
法
」
「
倉
庚
」
の
う
ち
、
収
「
馬
政
」
と
「
倉
庚
」
は
そ
れ
ぞ
れ
⑫
と
⑫
⑬
の
こ
と
と
理
解
で
き
所
る
が
、
「
塩
法
」
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
数
冊
」
が
具
体
的
に
何
齢
冊
で
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
。
易
培
基
の
も
と
に
「
三
冊
」
と
あ
っ
潜
た
こ
と
と
、
こ
れ
よ
り
の
ち
に
三
度
に
分
け
て
羅
振
玉
に
送
ら
れ
る
釦
こ
と
か
ら
す
る
と
、
三
冊
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
沼
し
柿
勧
賠
芯
か
ら
羅
振
玉
に
宛
て
た
以
下
の
よ
う
な
書
簡
も
存
在
す
針
。
隅
前
索
『
経
世
大
典
』
抄
本
、
弟
有
二
冊
在
乱
所
書
堆
中
、
無
従
尋
寛
、
以
至
遅
遅
不
作
報
書
、
今
検
得
一
冊
、
托
転
世
兄
寄
塁
。
尚
有
一
冊
、
容
検
出
即
当
続
寄
也
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
「
二
冊
」
は
書
物
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
見
つ
げ
ら
れ
な
い
で
い
た
が
、
よ
う
や
く
そ
の
一
冊
を
見
つ
け
た
の
で
送
り
、
も
う
一
冊
に
つ
い
て
も
見
つ
け
次
第
す
ぐ
に
送
る
と
し
て
い
る
。
と
こ
で
「
二
冊
」
と
し
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
場。こ
の
よ
う
に
『
経
世
大
典
』
の
抄
本
は
当
時
京
都
に
亡
命
し
て
い
た
羅
振
玉
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、
上
海
に
居
住
し
て
い
た
王
国
維
(
一
八
七
七
1
一
九
二
七
)
の
手
に
渡
り
、
『
学
術
叢
編
」
に
収
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
羅
振
玉
と
と
も
に
一
九
一
一
年
よ
り
京
都
で
亡
命
生
活
を
送
っ
て
い
た
王
園
維
は
一
九
一
六
年
二
月
に
上
海
に
向
か
う
。
当
時
上
海
で
倉
聖
明
智
大
学
を
経
営
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
国
籍
の
ユ
ダ
ヤ
人
的
己
E
〉
問
。
ロ
問
問
品
。
。
ロ
夫
人
口
自
同
O
B
(羅
迦
陵
)
に
招
請
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
上
海
で
は
学
校
教
育
と
と
も
に
、
「
学
術
叢
編
』
の
編
纂
も
託
さ
れ
た
。
『
学
術
叢
編
』
に
は
文
字
学
・
史
学
の
新
著
、
未
刊
・
稀
織
の
古
籍
が
収
め
ら
れ
目
。
で
は
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
に
何
勧
芯
か
ら
羅
振
玉
・
王
国
維
の
も
と
へ
「
大
典
輯
本
」
が
も
た
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
ま
ず
は
全
体
の
経
緯
を
把
握
す
る
た
め
、
王
国
維
「
大
元
馬
政
記
政
」
(
『
観
堂
別
集
』
巻
一
ニ
)
の
末
尾
の
箇
所
を
引
用
し
て
お
く
。
・
:
丙
辰
三
月
。
此
巻
乃
豚
州
廷
式
利
鳳
孫
京
卿
勘
志
蔵
本
。
次
年
、
京
卿
復
以
所
紗
搾
郷
文
道
希
閣
学
廷
式
所
轄
経
世
大
典
零
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種
二
冊
、
寄
羅
叔
言
参
事
、
参
事
復
以
寄
余
、
因
編
為
元
高
麗
紀
事
、
大
元
画
塑
記
、
大
元
阪
厨
記
、
大
元
倉
庫
記
、
大
元
官
制
雑
記
六
種
。
:
:
:
丁
巴
八
月
又
記
。
柿
鳳
孫
は
柄
勧
志
、
文
道
希
(
ま
た
文
道
義
)
は
文
廷
式
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
王
国
維
が
「
大
元
馬
政
記
政
」
を
記
し
た
の
は
「
丙
辰
(
一
九
一
六
年
)
三
月
(
陰
暦
、
以
下
同
じ
こ
の
こ
と
で
、
「
丙
辰
三
月
」
以
下
の
文
言
は
「
丁
巳
(
一
九
一
七
年
)
八
月
」
に
増
補
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
「
大
元
馬
政
記
」
に
該
当
す
る
部
分
が
一
九
一
六
年
に
何
勧
芯
か
ら
羅
振
玉
の
も
と
に
送
ら
れ
、
翌
年
に
「
二
冊
」
が
「
復
た
」
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
桐
淵
剛
志
か
ら
羅
振
玉
へ
「
馬
政
」
が
送
ら
れ
て
き
た
。
以
下
は
柄
勧
芯
か
ら
羅
振
玉
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
書
簡
で
あ
語
。
倣
著
『
元
末
群
雄
諸
伝
』
全
本
、
此
書
似
足
補
『
明
史
』
之
不
及
。
文
『
帖
木
児
伝
』
今
日
付
枠
。
五
回
国
学
者
不
留
意
於
此
、
擬
寄
稿
本
与
公
、
転
求
東
儒
正
之
。
附
上
「
経
世
大
典
』
「
馬
政
志
」
一
冊
乞
管
入
。
此
徐
星
伯
先
生
所
抄
、
亦
竿
見
之
秘
籍
。
余
尚
有
芸
閣
所
抄
塑
象
等
門
、
容
陸
続
寄
上
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
帖
木
児
伝
』
と
と
も
に
「
経
世
大
典
」
「
馬
政
志
」
iiv 
が
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
書
簡
の
出
さ
れ
た
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
整
理
者
は
一
九
一
六
年
に
繋
年
し
て
い
る
。
柄
勧
芯
か
ら
「
馬
政
士
山
」
を
受
け
取
っ
た
羅
振
玉
は
、
そ
れ
を
王
国
維
へ
送
る
。
「
馬
政
志
」
を
受
け
取
っ
た
王
国
維
は
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
「
大
元
馬
政
記
政
」
を
一
九
一
六
年
三
月
に
記
す
。
整
理
者
の
繋
年
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
桐
効
率
か
ら
羅
振
玉
へ
は
一
九
一
六
年
の
一
{
〉
三
月
の
閑
に
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
加
え
て
「
余
尚
ほ
芸
閤
抄
す
る
所
の
塑
象
等
の
門
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
送
付
を
予
告
し
て
も
い
る
。
こ
れ
以
降
の
柄
勧
惑
か
ら
の
書
簡
は
残
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
羅
毘
V
振
玉
か
ら
王
国
維
に
出
さ
れ
た
書
簡
を
見
て
み
よ
う
。
二
一
六
一
九
一
六
年
十
月
十
三
日
(
陰
暦
の
九
月
十
七
日
)
鳳
老
寄
文
道
義
手
輯
『
経
世
大
典
』
「
誼
法
」
「
官
制
」
「
倉
庚
」
諸
類
一
冊
来
、
靴
字
満
幅
。
然
此
書
所
見
己
三
四
種
、
恨
「
姑
赤
」
一
類
、
東
人
以
秘
本
視
之
、
不
肯
示
人
、
為
可
恨
耳
。
こ
の
時
、
柿
効
惑
か
ら
羅
振
玉
に
向
け
て
「
詮
法
・
官
制
・
倉
庚
諸
類
一
冊
」
が
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
⑨
か
ら
⑬
ま
で
の
名
称
し
か
確
認
で
き
ぬ
が
、
こ
れ
は
内
藤
文
庫
に
ご
冊
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
、
前
半
部
が
送
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
姑
赤
云
々
」
と
あ
る
の
は
、
「
東
人
」
羽
田
亨
が
モ
ス
ク
ワ
の
ル
ミ
{
幻
}
ヤ
ン
ツ
ェ
フ
博
物
館
よ
り
将
来
し
た
『
経
世
大
典
』
を
指
す
。
次
も
羅
振
玉
か
ら
王
国
維
に
出
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
三
一
四
.
一
九
一
七
年
三
月
三
十
一
日
(
陰
暦
の
閏
二
月
九
日
)
鳳
老
寄
『
経
世
大
典
』
「
征
高
麗
」
及
「
画
象
塑
象
」
二
門
来
、
皆
至
関
緊
要
者
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
一
七
年
の
三
月
に
は
何
勧
芯
か
ら
羅
振
玉
に
「
征
高
麗
」
と
「
画
象
塑
象
」
が
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
⑬
と
⑬
に
該
当
す
る
。
「
大
典
輯
本
」
を
見
る
と
、
⑮
の
あ
と
は
六
行
ほ
ど
の
空
白
が
あ
っ
て
、
⑬
と
⑫
が
一
続
き
の
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
は
じ
め
に
送
ら
れ
て
き
た
の
が
、
⑬
と
⑫
、
つ
〕
い
で
①
か
ら
⑬
、
最
後
に
⑬
と
⑬
が
送
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
粧
品
従
っ
て
現
在
の
よ
う
な
こ
冊
の
形
に
編
纂
さ
れ
直
さ
れ
た
の
は
、
羅
て
振
玉
の
も
と
で
の
乙
と
で
あ
ろ
う
。
引
こ
う
し
て
、
王
国
維
の
も
と
に
送
ら
れ
て
き
た
『
経
世
大
豊
の
に
抄
本
は
、
各
篇
の
内
容
に
応
じ
た
名
前
が
改
め
て
付
さ
れ
、
『
学
術
叢
恥
篇
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
『
学
術
叢
編
』
に
は
、
第
欄
一
冊
に
⑫
「
大
元
馬
政
記
」
、
第
十
四
冊
に
⑬
「
元
高
麗
紀
事
」
、
第
猷
十
五
冊
に
⑮
「
元
代
童
塑
記
」
、
第
十
九
冊
に
⑫
⑬
「
大
元
倉
庫
記
」
、
唯
第
二
十
冊
に
③
「
大
元
艶
厨
工
物
記
」
、
第
二
十
一
冊
と
第
二
十
二
冊
収
に
⑬
⑪
「
大
元
官
制
雑
記
」
が
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
た
。
第
一
冊
、
第
所
十
四
冊
・
第
十
五
冊
、
第
十
九
冊
か
ら
第
二
十
二
冊
と
、
大
き
く
一
一
一
齢
つ
の
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
が
三
冊
で
あ
っ
書
た
と
い
う
前
述
の
推
測
を
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。
蔵堂雪氏羅
「
大
典
輯
本
」
の
内
容
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さ
て
、
以
下
で
は
「
大
典
輯
本
」
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
①
張
邦
傑
/
張
宏
、
②
進
士
及
第
唱
名
儀
/
進
士
後
思
議
、
③
張
山
、
④
張一
洪
、
⑤
張
徳
輝
、
⑥
張
柔
、
⑦
張
糖
、
⑨
君
設
/
后
妃
設
/
臣
誼
、
⑬
阜
通
七
繍
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
簡
単
な
解
説
は
玉
清
源
論
文
で
も
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
補
足
し
つ
つ
改
め
て
紹
介
を
し
た
い
。
①
は
張
邦
傑
と
張
宏
の
伝
記
、
③
は
張
山
の
事
績
が
冒
頭
に
置
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
は
そ
の
子
均
の
伝
記
、
④
は
張
洪
の
伝
記
で
あ
る
。
邦
傑
・
宏
の
父
子
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
れ
ら
は
み
な
済
南
の
張
氏
一
族
で
あ
目
、
こ
の
う
ち
張
均
だ
け
が
『
元
史
』
巻
一
六
六
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
桐
勧
忍
は
『
新
元
史
」
執
筆
に
あ
た
っ
て
乙
の
史
料
を
利
用
し
、
張
邦
傑
と
張
宏
を
巻
一
四
O
に
、
張
均
を
巻
一
五
四
に
、
張
世
い
を
巻
一
六
六
に
そ
れ
ぞ
れ
立
伝
し
た
。
②
は
唱
名
と
上
表
謝
恩
と
い
う
科
挙
合
格
者
が
参
加
す
る
儀
礼
の
次
第
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
進
士
後
思
議
」
は
「
進
士
後
恩
儀
」
(
お
)
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
元
代
の
儀
礼
に
関
す
る
史
料
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
他
の
時
代
に
比
し
て
研
究
も
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
『
事
林
広
記
』
に
収
録
さ
れ
た
「
皇
元
朝
儀
之
図
」
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
分
析
し
た
松
田
孝
一
は
、
「
モ
ン
ゴ
ル
の
帝
権
、
ハ
ン
の
権
力
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
首
都
大
都
の
宮
殿
、
大
明
殿
で
執
行
さ
れ
て
い
た
宮
廷
儀
礼
の
あ
り
方
、
そ
の
執
行
の
様
を
、
思
想
的
、
視
覚
的
、
聴
覚
的
に
検
討
す
る
〔お〕
乙
と
は
大
き
な
課
題
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
。
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
き
た
史
料
と
し
て
は
、
『
元
史
』
巻
六
9
七
、
礼
楽
志
一
に
載
せ
ら
れ
る
儀
礼
に
関
す
る
一
連
の
記
事
「
元
正
受
朝
儀
」
「
皇
帝
即
位
受
朝
儀
」
「
群
臣
上
皇
帝
尊
号
礼
成
受
朝
賀
儀
」
「
冊
立
皇
后
儀
」
「
冊
立
皇
太
子
儀
」
「
太
皇
太
后
上
尊
号
進
冊
宝
儀
」
「
摂
行
告
廟
儀
」
「
国
史
院
進
先
朝
実
録
儀
」
、
松
田
善
之
が
「
閲
読
使
臣
」
の
迎
接
の
儀
礼
を
説
明
す
る
際
に
利
用
し
た
、
『
大
元
聖
政
困
窮
典
章
』
巻
二
八
、
礼
部
て
礼
制
一
「
迎
送
迎
接
合
行
礼
艇
」
、
そ
し
て
森
平
雅
彦
が
紹
介
し
た
、
大
都
長
朝
殿
で
の
儀
式
の
模
様
を
伝
え
る
李
承
休
『
動
安
居
士
集
』
巻
四
「
賓
王
録
」
の
記
事
が
挙
げ
ら
nv 
れ
る
。
②
は
そ
う
し
た
数
少
な
い
儀
礼
史
料
を
補
う
も
の
と
な
る
。
⑤
張
徳
輝
、
⑥
張
柔
、
⑦
張
躍
は
、
単
な
る
『
経
世
大
典
』
の
引
用
で
は
な
い
。
ヲ
」
れ
ら
は
い
ず
れ
も
彼
ら
の
『
元
史
』
本
伝
か
ら
の
文
章
を
引
用
し
て
、
そ
の
下
に
双
行
注
と
し
て
『
経
世
大
典
』
を
引
用
す
る
。
文
廷
式
『
純
常
子
枝
垣
間
』
巻
三
七
に
は
、
⑤
⑥
⑦
の
全
文
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
は
以
下
の
文
章
が
み
え
る
。
『
永
楽
大
典
』
初
修
時
、
蓋
頗
用
参
互
考
訂
之
法
、
後
乃
愈
草
率
耳
。
如
「
元
史
』
張
徳
輝
諸
人
伝
、
皆
以
『
経
世
大
典
』
分
注
子
下
、
実
足
以
資
孜
詮
。
今
具
録
於
左
。
特
に
考
証
に
資
す
る
た
め
に
こ
う
し
た
形
式
を
採
用
し
た
と
す
る
。
こ
こ
か
ら
も
文
廷
式
が
『
元
史
』
改
修
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
や
は
り
符
勃
志
は
『
新
元
史
」
に
そ
の
成
果
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
⑤
張
徳
輝
は
巻
一
六
七
に
、
⑤
張
柔
は
巻
二
ニ
九
に
、
⑦
張
稽
は
巻
一
六
六
に
そ
れ
ぞ
れ
立
伝
さ
れ
た
。⑨
は
そ
の
一
部
が
『
新
元
史
』
巻
八
九
、
礼
志
九
、
話
法
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
桐
劫
芯
が
緩
振
玉
に
送
っ
た
書
簡
か
ら
は
、
彼
の
『
経
世
大
典
』
「
誼
法
」
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
関
心
が
う
か
が
え
る
。
『
大
典
』
抄
本
内
有
「
諸
法
考
」
。
極
為
珍
秘
。
惟
此
系
文
学
士
芸
関
所
輯
、
『
大
典
』
所
載
、
本
之
「
元
志
・
因
革
礼
」
。
又
王
祈
『
続
通
考
』
誠
元
訟
法
、
王
亦
采
自
『
因
革
礼
』
、
不
采
自
『
大
典
』
、
芸
閥
均
未
之
知
。
乞
公
録
一
一
副
本
、
将
此
本
寄
還
。
又
乞
勿
遊
行
付
梓
。
倹
芯
得
暇
、
取
『
続
適
考
』
、
詳
加
考
訂
、
作
「
元
訟
法
考
」
、
寄
呈
教
正
、
再
付
梓
不
遅
也
。
此
外
尚
有
『
大
典
』
抄
本
数
冊
、
倉
促
不
及
検
出
、
容
再
寄
。
「
王
祈
云
々
」
と
は
、
玉
祈
『
続
文
献
通
考
』
巻
一
四
七
、
設
法
考
、
元
君
臣
設
に
、
「
元
帝
后
」
「
元
宗
室
尊
帝
后
」
「
元
臣
」
の
詮
が
網
羅
的
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
柄
勧
志
は
乙
の
「
誼
法
」
と
『
続
文
献
通
考
』
を
も
と
に
『
元
詮
法
考
』
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
た
め
、
乙
の
「
話
法
」
の
公
刊
を
取
り
や
め
る
よ
う
、
羅
振
玉
に
依
帽
相
し
て
い
る
。
羅
振
玉
の
も
と
に
「
設
法
」
が
届
い
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
『
学
術
叢
編
』
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
桐
勧
忍
の
は
た
ら
き
か
け
が
存
在
し
た
か
ら
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
⑬
「
阜
通
七
城
」
は
、
場
河
と
称
さ
れ
た
大
都
に
通
じ
る
運
河
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
繍
河
は
『
元
史
』
巻
六
四
、
河
翠
忠
一
や
、
『
新
元
史
』
巻
五
三
、
河
渠
志
こ
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
ら
に
よ
る
と
、
繍
河
は
通
州
か
ら
檎
河
を
北
上
し
、
深
潟
村
で
西
に
転
じ
、
通
恵
河
の
北
側
に
並
行
し
て
流
れ
、
光
照
門
の
南
側
か
ら
大
都
城
に
侵
)
入
し
た
運
河
で
あ
る
。
そ
の
運
用
に
至
る
経
過
や
、
ル
ー
ト
に
つ
い
羽
信
【
却
}
釦
て
は
か
つ
て
筆
者
が
検
討
を
加
え
た
。
本
史
料
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
て
個
々
の
輸
に
つ
い
て
の
名
称
と
規
模
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
点
で
加
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
の
史
料
か
ら
で
は
知
り
得
な
に
か
っ
た
。
判
以
上
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
史
料
を
中
心
に
紹
介
を
行
つ
蛸
た
。
こ
こ
で
興
味
を
惹
く
の
は
、
桐
勧
芯
が
『
新
元
史
』
を
執
筆
す
猷
る
に
あ
た
っ
て
、
「
大
典
輯
本
」
を
利
用
し
た
事
実
で
あ
る
。
曜
と
れ
ま
で
『
新
元
史
』
の
評
価
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
収
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
典
拠
を
明
確
に
示
さ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
月
れ
て
き
た
。
次
に
掲
げ
る
の
は
内
藤
湖
南
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
『
新
捌
元
史
』
を
紹
介
す
る
一
文
で
あ
封
。
潜
「
新
元
史
」
は
六
十
冊
三
百
巻
に
近
い
彪
大
な
る
著
作
で
あ
る
。
釘
而
か
も
博
引
傍
謹
元
史
に
関
す
る
史
料
は
普
ね
く
引
用
網
羅
し
賠
て
居
る
、
然
る
に
一
つ
も
其
の
出
典
を
挙
げ
て
居
ら
ず
、
事
も
曜
出
拠
を
示
し
て
居
な
い
。
-
こ
こ
で
は
省
略
し
た
文
章
前
半
部
で
、
『
新
元
史
』
を
激
賞
し
つ
つ
も
、
9
典
拠
を
示
さ
な
い
点
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。
相
勧
忍
自
身
は
典
拠
を
記
し
た
考
証
を
附
す
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
で
は
あ
る
が
、
生
前
に
は
果
た
せ
ず
、
未
完
の
『
新
元
史
考
証
』
五
八
巻
が
遺
著
と
し
て
公
け
に
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
内
藤
の
見
解
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
出
典
を
示
さ
な
い
と
い
う
批
判
が
常
に
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
彼
が
我
々
の
気
づ
か
な
い
史
料
を
利
用
で
き
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
相
郡
志
の
も
と
づ
い
た
史
料
の
探
索
や
、
『
新
元
史
』
執
筆
に
至
る
環
境
を
検
討
す
る
条
件
が
以
前
よ
り
は
る
か
に
向
上
し
た
い
ま
、
我
々
は
『
新
元
史
」
に
つ
い
て
改
め
て
評
価
し
直
す
時
期
に
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
お
わ
り
に
以
上
、
『
羅
氏
雪
堂
蔵
書
遺
珍
』
に
収
録
さ
れ
た
「
大
典
輯
本
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
推
測
に
推
測
を
重
ね
た
箇
所
も
あ
る
た
め
、
心
許
な
い
点
が
多
い
。
た
だ
「
大
典
輯
本
」
に
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
史
料
が
含
ま
れ
る
点
は
理
解
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
「
大
典
輯
本
」
と
「
学
術
叢
編
』
所
収
本
と
の
比
較
・
検
討
、
『
経
世
大
典
」
そ
れ
自
体
の
さ
ら
な
る
検
討
な
ど
多
く
の
課
題
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
、
清
末
よ
り
民
国
初
に
か
け
て
の
中
国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
も
興
味
深
い
課
題
と
い
え
よ
う
。
よ
り
掘
り
下
げ
た
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註
(
l
)
『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
漢
籍
目
録
』
(
同
所
、
を
参
照
。
(2)
拙
稿
「
内
藤
湖
南
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
関
す
る
史
料
の
蒐
集
」
(
『
中
国
|
|
社
会
と
文
化
』
二
五
、
二
O
一
O
年
刊
行
予
定
。
以
下
、
別
稿
と
略
記
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(3)
韓
国
学
中
央
研
究
院
〔
編
〕
『
至
正
保
格
校
注
本
・
影
印
本
』
(
ヒ
ュ
l
マ
ニ
ス
ト
出
版
、
二
O
O七
年
)
を
参
照
。
す
で
に
本
書
を
利
用
し
た
研
究
成
果
も
徐
々
に
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
大
島
立
子
「
新
出
『
至
正
保
格
』
の
紹
介
|
|
『
通
制
傑
格
』
と
の
比
較
か
ら
」
(
同
〔
編
〕
『
前
近
代
中
国
の
法
と
社
会
ー
l
成
果
と
課
題
』
東
洋
文
庫
、
ニ
O
O九
年
)
に
最
新
の
動
向
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
筆
者
の
自
に
止
ま
っ
た
範
囲
で
は
あ
る
が
、
井
黒
忍
「
匝
田
法
実
施
に
見
る
金
・
モ
ン
ゴ
ル
時
代
農
業
政
策
の
一
断
面
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
六
七
四
、
二
O
O
九
年
)
に
お
い
て
、
「
至
正
傑
格
』
の
一
条
文
を
重
要
な
典
拠
と
し
て
利
用
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
(4)
塔
技
・
社
建
録
・
高
国
祥
〔
主
編
〕
『
中
国
蔵
黒
水
域
漢
文
文
献
』
(
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
O
O八
年
)
を
参
照
。
(5)
宮
紀
子
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
生
ん
だ
世
界
図
』
(
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
ニ
O
O七
年
)
二
O
九
1
一
二
六
頁
、
同
「
対
馬
宗
家
旧
蔵
の
元
刊
本
『
事
林
広
記
』
に
つ
い
て
」
(
「
東
洋
史
研
究
』
六
七
一
、
二
O
O八
年
)
、
同
「
叡
山
文
庫
所
蔵
の
『
事
林
広
記
』
写
本
に
つ
い
て
」
(
『
史
林
』
九
一
三
、
二
O
O八
年
)
を
参
照
。
(6)
宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
0
0六
年
)
を
参
照
。
一
九
八
O
年
)
(
7
)
拙
稿
「
『
永
楽
大
典
』
所
引
の
『
元
史
』
に
つ
い
て
」
(
「
一
三
、
四
世
紀
束
ア
ジ
ア
史
料
通
信
』
九
、
二
O
O九
年
)
を
参
照
。
(
8
)
小
林
晃
「
鄭
真
輯
『
四
明
文
献
』
の
史
料
価
値
と
そ
の
編
纂
目
的
|
|
『
全
宋
文
』
『
全
元
文
」
補
選
の
試
み
」
(
『
北
大
史
学
』
四
九
、
一
一
0
0九
年
)
を
参
照
。
(
9
)
王
滑
源
「
《
永
楽
大
典
V
中
元
代
史
料
挙
隅
|
|
以
文
廷
式
輯
元
《
経
世
大
典
》
侠
文
為
例
」
(
中
国
国
家
図
書
館
〔
編
〕
『
〈
永
楽
大
典
》
編
纂
六
O
O周
年
国
際
研
討
会
論
文
集
』
北
京
図
書
館
出
版
社
、
ニ
O
O
三
年
)
を
参
照
。
な
お
、
当
該
の
研
討
会
は
二
O
O二
年
四
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
北
京
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
『
経
氏
雪
堂
蔵
書
遺
珍
』
は
出
版
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
当
該
論
考
に
お
い
て
そ
の
こ
と
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
(m)
内
藤
湖
南
「
文
芸
閣
を
突
す
」
(
大
阪
朝
日
新
聞
、
明
治
三
十
五
年
十
月
七
日
:
・
・
:
全
集
未
収
録
)
は
、
書
論
編
集
室
〔
編
〕
「
内
藤
湖
南
全
集
補
遺
(
ご
」
(
『
書
論
』
一
三
、
一
九
七
八
年
)
を
参
照
し
た
。
ま
た
神
田
喜
一
郎
「
内
藤
湖
南
先
生
と
文
廷
式
」
(
『
図
書
』
一
九
七
九
|
八
、
の
ち
『
神
田
喜
一
郎
全
集
(
九
)
』
同
朋
社
、
一
九
八
四
年
所
収
)
も
参
照
。
文
廷
式
の
著
述
の
全
貌
は
、
「
近
代
中
国
史
料
殻
刊
続
編
」
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
『
文
芸
閣
(
廷
式
)
先
生
全
集
』
(
文
海
出
版
社
、
一
九
七
五
年
)
に
よ
っ
て
ほ
ぽ
窺
い
知
る
と
と
が
で
き
る
。
他
に
中
国
近
代
人
物
叢
書
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
、
在
叔
子
〔
編
〕
『
文
廷
式
集
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
)
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
編
者
の
手
に
な
る
、
「
文
廷
式
年
表
稿
」
「
文
廷
式
著
作
知
見
目
録
草
編
」
が
附
録
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
ロ
(
日
)
有
名
な
逸
話
で
あ
る
が
、
こ
の
席
で
文
廷
式
の
蔵
す
る
「
元
朝
秘
史
』
を
那
珂
適
世
が
所
望
し
、
そ
れ
を
も
と
に
作
ら
れ
た
の
が
『
成
吉
思
汗
実
録
」
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
中
見
立
夫
「
『
元
朝
秘
史
』
渡
来
の
こ
ろ
|
|
日
本
に
お
付
る
「
東
洋
史
学
」
の
開
始
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
洋
学
、
清
朝
「
辺
碩
史
地
学
」
と
の
交
差
」
(
『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
別
冊
四
、
二
O
O九
年
)
に
詳
し
い
。
ま
た
、
別
稿
で
も
詳
細
却
に
論
じ
て
い
る
。
彼
(
辺
)
前
掲
註
(
叩
)
託
叔
子
「
文
廷
式
著
作
知
見
目
録
草
編
」
を
参
照
。
て
(m)
顧
廷
龍
〔
校
閲
〕
『
〈
中
華
文
史
論
議
》
増
刊
婆
風
堂
友
朋
書
札
』
巾
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)
四
三
八
頁
。
に
(
U
)
易
培
基
は
、
一
九
一
三
年
に
湖
南
高
等
師
範
学
堂
の
教
員
と
な
り
、
り
そ
の
後
も
一
貫
し
て
教
育
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
の
ち
に
故
宮
博
輯
物
院
の
院
長
に
な
る
も
、
い
わ
ゆ
る
「
故
宮
盗
宝
案
」
に
よ
っ
て
辞
職
鳩
に
追
い
込
ま
れ
る
。
彼
の
経
歴
は
、
嵯
峨
隆
「
易
培
基
」
(
『
近
代
中
国
世
人
名
辞
典
』
霞
山
会
、
一
九
九
五
年
)
を
参
照
。
岡
崎
(
江
川
)
銭
面
骨
孫
「
文
芸
閣
先
生
年
譜
補
正
」
(
『
同
声
月
刊
』
三
l
一
、
一
九
奴
四
三
年
)
で
引
用
さ
れ
る
葉
恭
締
「
易
培
基
民
国
二
十
年
(
一
九
三
一
)
R
存
在
南
方
之
文
氏
著
作
稿
」
と
い
う
文
章
の
中
に
「
「
経
世
大
典
輯
本
』
』珍
三
冊
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
三
冊
」
は
、
後
述
す
る
桐
勧
志
の
手
簡
元
に
あ
っ
た
も
の
と
数
が
合
致
す
る
。
減
(
日
)
文
廷
式
か
ら
易
培
基
の
手
を
経
て
何
劫
芯
に
至
る
経
緯
は
全
く
不
劃
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
彼
ら
と
文
廷
式
と
を
結
ぷ
痕
跡
と
服
し
て
、
文
廷
式
の
「
元
史
西
北
地
附
録
考
」
の
末
尾
に
二
人
の
政
文
が
口
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
く
。
(
口
)
こ
の
書
簡
は
一
一
房
学
恵
「
羅
振
玉
友
朋
書
札
」
(
『
文
献
』
ニ
O
O五
ー
二
)
か
ら
引
用
し
た
。
一
九
一
三
年
と
い
う
年
次
も
そ
れ
に
よ
る
。
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(
四
)
主
寧
・
房
学
恵
「
桐
勧
志
致
癒
振
玉
手
札
廿
三
通
」
(
『
文
献
』
二
O
O
一
l
一
)
か
ら
の
引
用
。
(
四
)
以
上
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
武
敏
『
王
国
維
の
生
涯
と
学
問
』
(
風
間
書
房
、
二
O
O三
年
)
二
一
六
1
二
二
七
頁
を
参
照
。
(
却
)
こ
の
書
簡
は
前
掲
註
(
刊
日
)
王
寧
・
房
学
恵
「
栴
勘
忍
致
羅
振
玉
手
札
廿
三
通
」
か
ら
の
引
用
。
(
幻
)
こ
の
『
帖
木
児
伝
』
と
は
、
『
新
元
史
」
の
「
帖
木
児
伝
」
を
指
す
の
で
あ
る
う
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
収
め
ら
れ
る
内
藤
文
庫
に
は
、
『
新
元
史
帖
木
児
列
伝
一
巻
刊
本
』
な
る
一
冊
が
存
在
す
る
。
こ
の
本
で
は
、
巻
数
の
部
分
が
空
格
と
な
っ
て
お
り
、
『
新
元
史
』
印
刷
前
の
稿
本
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
「
転
求
東
儒
正
之
」
と
い
う
文
言
か
ら
判
断
し
て
、
こ
れ
が
羅
振
玉
を
通
じ
て
内
藤
に
も
た
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
は
桑
原
隙
蔵
の
手
元
に
も
渡
り
、
桑
原
隙
蔵
「
桐
勧
惑
の
「
新
元
史
帖
木
児
伝
」
」
(
「
史
林
」
一
二
、
一
九
一
六
年
、
の
ち
『
桑
原
際
蔵
全
集
会
一
)
』
岩
波
書
庖
、
一
九
六
八
年
所
収
)
が
執
筆
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(
幻
)
以
下
に
本
文
で
引
用
す
る
王
国
維
と
羅
振
玉
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
王
慶
祥
・
羅
継
祖
〔
審
訂
〕
「
羅
振
王
王
国
維
往
来
書
信
』
(
東
方
出
版
社
、
二
O
O
O年
)
で
整
理
さ
れ
た
も
の
に
も
と
づ
き
、
整
理
番
号
も
そ
れ
に
よ
る
。
(
お
)
こ
の
モ
ス
ク
ワ
で
の
『
経
世
大
典
』
抄
写
に
つ
い
て
は
、
羽
田
亨
「
留
美
楊
自
也
甫
博
物
館
蔵
経
世
大
典
」
(
「
慈
文
」
五
ー
一
一
、
一
九
一
四
年
、
の
ち
『
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
(
下
)
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
八
年
所
収
)
、
及
び
同
「
莫
斯
科
抄
書
の
思
い
出
」
(
『
文
欝
春
秋
」
一
O
一
O
、
一
九
三
六
年
、
の
ち
向
上
書
所
収
)
を
参
照
。
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(
川
此
)
済
南
の
張
氏
一
族
に
つ
い
て
は
、
堤
一
昭
「
李
理
の
乱
後
の
漢
人
軍
閥
ー
ー
済
南
張
氏
の
事
例
」
(
『
史
林
』
七
八
六
、
一
九
九
五
年
)
を
参
照
。
(
お
)
筆
者
は
「
進
士
及
第
唱
名
儀
」
「
進
士
後
恩
儀
」
を
利
用
し
て
、
科
挙
儀
礼
に
つ
い
て
考
察
し
た
「
元
代
科
挙
礼
儀
小
考
|
|
以
内
永
楽
大
典
》
所
引
《
経
世
大
典
》
為
線
索
」
(
第
五
回
科
挙
制
与
科
挙
学
研
討
会
、
北
海
道
大
学
、
二
O
O九
年
八
月
二
十
七
日
)
と
題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
な
お
本
書
に
は
、
抄
本
と
い
う
性
格
上
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
は
い
え
、
全
体
を
通
じ
て
お
び
た
だ
し
い
誤
字
・
脱
字
が
確
認
さ
れ
る
。
利
用
に
際
し
て
は
注
意
し
た
い
。
(
お
)
松
田
孝
一
「
『
事
林
広
記
』
「
皇
元
朝
儀
之
図
」
解
説
」
(
『
一
三
、
一
四
世
紀
東
ア
ジ
ア
諸
言
語
史
料
の
総
合
的
研
究
|
|
元
朝
史
料
学
の
構
築
の
た
め
に
」
平
成
一
六
i
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
O
O七
年
)
、
同
「
『
事
林
広
記
』
「
皇
元
朝
儀
之
図
」
解
説
補
遺
」
(
『
一
三
、
一
四
世
紀
東
ア
ジ
ア
史
料
通
信
」
九
、
二
0
0
九
年
)
を
参
照
。
(
幻
)
松
田
善
之
「
元
代
の
命
令
文
書
の
閲
読
に
つ
い
て
」
(
「
東
洋
史
研
究
』
六
三
回
、
二
O
O五
年
)
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
「
元
代
の
法
制
」
研
究
班
「
『
元
典
章
礼
部
」
校
定
と
訳
注
(
一
)
」
(
「
東
方
学
報
」
八
一
、
ニ
O
O七
年
)
も
参
照
。
(
お
)
森
平
雅
彦
「
『
賓
王
録
』
に
み
る
至
元
十
年
遣
元
高
麗
使
」
(
『
東
洋
史
研
究
」
六
三
|
二
、
二
O
O四
年
)
を
参
照
。
(
鈎
)
前
掲
註
(
児
)
主
寧
・
一
一
房
学
恵
「
柑
叫
剛
志
致
羅
振
玉
手
札
廿
三
通
」
か
ら
の
引
用
。
(
却
)
拙
稿
「
元
大
都
形
成
過
程
に
お
け
る
至
元
二
十
年
九
月
令
の
意
義
」
(
「
集
刊
東
洋
学
」
九
一
、
二
O
O四
年
)
を
参
照
。
(
担
)
内
藤
湖
南
「
支
那
の
『
正
史
二
十
四
史
』
に
更
に
一
つ
を
加
へ
た
柄
氏
の
新
元
史
」
(
大
阪
毎
日
新
聞
、
大
正
十
年
十
月
二
十
三
日
:
全
集
未
収
録
)
を
参
照
。
〔
附
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
(B)
、
三
浦
秀
一
〔
代
表
〕
「
思
想
史
的
社
会
史
的
史
料
と
し
て
の
科
挙
答
案
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
